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Ⅰ.序

1.調査の目的

この調査報告書は､平成元年度社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)の海

外農業開発事前調査事業の一環として､グ■ァテマラ国において農業関連開発計画の発掘

を目的とした事前粛査を実施し､その結果を取りまとめたものである.

2.調査団の編成

(1)水上博雅(社会経済)

(2)小南 勇(土木)

㈱中央開発インターナショナル 経済部

㈱中央開発インターナショナル 土木部

3.調査期間

平成元年5月29日-平成元年6月18日

4.調査の結果

調査に際しては､現地日本大使飴､現地政府関係省庁､国際機関等関係各位の御協力

により､効率的かつ入念な調査を行うことが出来た｡その結果として､後段に述べるサ

ナラテ渓谷農村開発計画の発掘をすることが出来た｡
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Ⅱ.調査報告

1.グアテマラ国の農業･農村開発分野

グアテマラの農業はGDPの26%を生産し､輸出の2/3 を占め､労働人口の58%を吸

収している.農業部門はグアテマラ経済･産業の最重要基盤であるo

輸出作物の殆どはコーヒーが占めており､カルダモン､綿花､砂糖､バナナ､牛肉そ

の他の農産品輸出の総額はコーヒーの輸出額に及ば,ない｡グアテマラは農産品輸出国で

はあるが､国内の食糧配分状況は必ずしも円滑でほなく､スペイン語を話せない少数民

族の分布する高地では､栄養不良の子供も見られる｡

土地配分の偏り､教育の不平等,民族的文化的差別及び小農民支援や農業金融の不充

分さなど､グアテマラ農民の間の不平等ほ大きい｡農地の配分状況は特に不平等が著し

く､僅か2%の農民(大也主)が全農埠の2/3を所有､耕作する一方､ 3.5ha未満を耕

作している小農ほ全農民の80%を占め､その捻耕作面積は10%に過ぎない｡前記2%の

大農の平均面槙は230haに上り､主として輸出農作物を生産しているが､豊富な資金力､

挽械､多数の労働力を動員し､その技術レベルは総じて高い｡これに対し､耕作面積3.

5ha以下の小農はメイズ､豆類､小麦などを主として食料作物を生産するに止まり､出

荷できる農産物ほ限られている｡また､グアテマラの公的農業投資紘+ホンジュラス､

ェル･サルパドルなどの近隣諸国に比較して約10分の1に止まるため､ ′ト農民に対する

支援活動も極めて不活発である｡

営農形態のこのような二重構造に対処すべく､政府は農地開放政策を提唱しているが､

財源の制約もあり､その進捗は極めて不満足なものである｡小規模農民の多くは経済的

に自立できないところから､大農園や都市-の出稼ぎに頼らざるを得ず､また子弟の人

口涜失､各市集中の原因ともなっているo

′ト規模農民の経済自立を促すためにほ､作付の多様化と農産物の市場出荷をはかり､

現金収入の増大を目指すことが急務である｡グアテマラ国の変化に富んだ気候､地勢お

よび土壌は､市場性のある井伝統的作物の作付に適しており､既に海外市場においても

実績を有している｡このような営農改善､作付多様化を､特に小規模農民層において進

めるため､政揮=ま農業支援制度､組織の強化をはかると共に農業基盤の整備を進める､も



のとし､ 1987年から1990年にかけて農業部門の予算を3倍増するとしているo

具体的には+ (1)農業科学技術研究所(ICTA)
､農業開発国民銀行(BANDESA)､農産物

商品化促進研究所(川DECA)
､国立森林研究所(川AFOR)等の専門機関の整備充実をは

かり､小農部門に対する支援を強化するo (2)他方､農業総局(DIGESA)及び牧畜総局

(DIGESEPE)は小農都門向けの,かんがい及び作目多様化を主眼とした小規模開発計画

を擾先的に実施するなど､二重の政策を銀行して進めるとしているo 実務レベルでほ,

機構制度の整備による農業支援体制の強化は長期的取組が必要であるところから､懐妊

期間が短く短期間に便益が発生する小規模プロジェクトの実施が急務であると強調して

いる｡

農業総局によると､このような小規模プロジェクトは, 3.5ha未満の経営規模の自作

農をターゲットとし,比較的小額の投資によって､作付け多様化および収量の飛躍的増

大が期待できる地区を選定して実施するとしている｡この層の農民は自営の営農のみで

は自立できず､季節出稼ぎや種々の農外所得を補うことによって､辛うじ七生計を営ん

でいる層及び大農場勤務の傍ら自作農を営む層である｡

このような分野の有望プロジェクトとして農業総局は､ 19B9年までに10ヶ所余りの地

区を選定し､うち5ヶ所について測量や予備的な設計作業を進めている｡今回の事前調

査において取り上げたサナラテ渓谷農村開発計画は､これらの計画の中で､ (1)自作農の

集中度が高い地区である､ (2)かんがい施設が比較的容易に設置できる､ (3)作付け多様化

に必要な営農技術が比較的進んでおり､支援組織(農協)も既にある､ (4)農民が計画の

推進に積極的である等の理由で最も優先度が高いと､農業総局が判定したものである｡

2.サナラテ渓谷農村開発計画

2-1開発対象地域

対象地区はグアテマラ市より､国道9号線に沿って約50km東のエル･プログレソ県

サナラテ自治区である.人口は22,500人,その内自作農ははぽ3,000戸であるo地形

は標高1,000m前後のゆるい山腹斜面で､耕作地は約2,500haあるが､高温低湿で年間



降雨量800mTn の天永と浅井戸かんがいに依存しているため,メイズ､豆､キウ1)､加

工用トマト､ピーマン､タピオカ､果樹などを年一回栽培しているにすぎない｡半年

間の農繁期の他ほ､農民は南部太平洋岸の大農場や､グアテマラ市へ出稼ぎに出てい

る｡

サナラテ自治区はモンテグランデ､ウパジョン､コナカストン及びラスト-ナスの

4村から成り､約3,000戸の自作農は殆ど農地の所有権を有しており､全国でも稀な

自作農地区である｡また農民の90%は読み書きができるなど教育程度も高く､農業技

術のレベルも高い｡隣接地区ではビニール-ウスによる園芸や花き栽培も行われてお

り､この地簿全体が､首都グアテマラ市-のアクセスの容易さを利用して､市場出荷

用作物の栽培に熱心である｡またサナラテを含む各地に農民協同組合が成立しており､

種子､肥料､薬品などの共同購買も進んでいるが､共同出荷はこれからの課題である

としているQ

サナラテ農民協同組合は､これら農協の中でも特に熱心な組合として知られている｡

2-2 開発計画の概要

農業総局(DIGESA)ほサナラテ地区を前述の/ト規模開発の適地ととらえ､次のよう

な計画を策定している｡

(1)短期的目標

-

かんがい施設の投入により2期ないし3耕作を可能にする

一

高収益野菜などを中心とした作付多様化をほかる

- ポスト--ペスト施設により撰果など品質管理をはかるとともに､簡易加

エによって付加価値をめざす

-

貯蔵､運搬施設を運用し､農民による計画出荷を行う

- 上記の複合的効果により農家収入の増大をはかる

- 上記の鞄速効果として農場内､農場外の雇用増をはかる

C2)中､長期的目標



-

コーヒーなど伝統的輸出作物以外の､小農民層による抽出作物の多様化を

ほかる

-

′ト規模農民部門において､高塀益野菜など栽培技術の向上をはかる

一

農産物涜通･市場に即した小農家の柔軟な営農態度を養成する

｢インパクトの大きい小規模かんがい開発のモデルとして､全国への普及を

はかる

(3)かんがい計画の概要

① 位置

② 面梼

③ 水源

④ 取水量

⑤ ポンプ

(参 水路

グアテマラ市の北東50kTn､国道9号線沿い

可新通地2,500haのうち､計画対象210ba

プラタナス川(洗域面積約 550knf)

年間降雨量800Tnm
､河川渇水量0.5mI/S

0.lsd/S (下筏水利権との関連上)

蕩程200n (100× 2段)

送水管路長1.Okm､配水管鞄長7. 5kmの計8.5km

⑦ 取水地点の概況 川巾約3Om､右岸は絶壁で岩盤露出､左岸は､やや磨い

斜面で10-15m程高い段丘に連なっているo河既にほ滞

砂がみられるが､それ程深くはなさそうである｡

(4)要請施設､資穐材の具体的内容

取永施設

揚水設備

配管施設

中継水槽

配 水 槽

頭首エ･セキ高2.7m セキ最27.OLD

送水ポンプ¢250mo7 ×2台(320伽)およぴポyプ建屋

送水用鋼管⑳250tnn延長1,000m

主配水管VP管¢300mm延長3,500m 鋼管¢Z50mm延長4,DOOM

配水枝管VP管申150mm延長12,000dl

容積 5m】

容積 40m】

ド[)･)ブかんがい施設300 セット



管理用道路 幅貞 4D)延長12klD

集荷加工センター 集荷､撰果､梱包施設､加工センター

低温倉庫 容量 300t

(5)期待される便益

ドリップかんがい設備の導入により､トマトを栽培した場合について､下記の

ような便益､費用計算を行った｡なおメイズ､タマネギについてほ現状(かんが

い設備なし)の栽培方法による参考値を示した｡単価などは聞き取り調査の他､

隣接のコナカステ開発計画によった｡



トマト メイズ タマネギ

1.生産量*

国内市場価格 B

生産費 C

純益額 B-C

純益率 B-C/C

耕作日数

2.生産費内訳

貴耕料

15.5t

573千円

426

147

34. 4%

90-120E)

6.7千円

種子･肥料･農薬等投入資材費 91.5

輸送費

労務費

以上直接費小計

エネルギー費用

かんがい償却

管理費､予備費,利息

地代

生産費合計

3.生産性(純益/労務費)

110.2

96.7(373人日)

311.3千円

.19.7

29.6

52.9(4ケ月)

13.0(4ケ月)

426千円

152%

(注) * 1ha当たり､ 1season

** 259 円/人日

* * *

(≡……
5%

5%

14%/年

10.1t

62.2千円

56.5

5.7

10. 1%

90日

5.2千円

17.3

3.9

17.9(69人日)

44.3 千円

7(5ケ月)

5.2(5ケ月)

56.5千円

31.8%

28.6t

264千円

209

55

26. 3%

150日

3.3千円

67.5

31.1

72.3(279人日) **

174.1千円

27.6(5ケ月) ***

7.8(5ケ月)

209千円

76. 1%



2-3 総合所見

(1)技術的可能性

現地の一部では(約2ha)既に浅井戸水利用によるドr)ップ漕艇により､加工用

トマト､キウリなどを年一回栽培しており､一定の成果を上げている｡このこと

から現地農民の間でドt)ップ鹿泡が周知のものとなっている模様であるが､吾国

の協力案件として検討する際にはチューブかん水の代替案も充分考慮する必要が

あろう｡チューブによる惑叔は､施設費･運営費とも大幅に低減でき､水管理さ

え適切に行われれば､現地において最も不足している水の必要量もドT)ップ潅恕

とほぼ等しいレベルまで下げることができる｡

幸い現地サイドからは栽培･加工･マーケテイング等の専門家による技術協力

の希望も強いため､個別ないしジュニア専門家によって水管理の指導も行えれば,

極めて早い時期に所期の便益を実現できると思われる｡

(2)社会径済的可能性

対象農民は経営規模およそ 3.5ha未満の自作農であって､殆どが出稼ぎまたほ

兼業(大農園等に雇用)に頼っている層である｡しかし､サナラテ農協に見られ

る様に組織化が進んでおり､未組織農民も本件プロジェクトに参加できるとあれ

ば積極的に農協に加盟してくる意欲を示している｡

グアテマラでは-般に達観用水の配分､水料金の徴収等は末端農協を通じて行

われており､特に山岳地においては水料金の支払意欲は高いと言われているo

本件盛観施設(配水まで)の維持費は年間およそ50万ケツアルと見られるが､

250万から 370万ケツアルの収穫増が見込める所から､水料金徴収上の問題もな

く､事業の経済価値ほ高いと判断されるo

一方世界銀行や米州開発銀行の勧告により､グ国農政の基本方針となっている

小規模自作農の作付多様化推進に関しても､そのモデルケースとなるものと位置

づけられている｡このことからも吾国の農業分野における技術･経済協力に取り

上iプるに最適であると判断されるo



(3)境地政府及び農民の対応等

農業総局(DIGESA)は農業牧畜食糧省(MAGA)の下の実施機関で､これまで二国間

ないし他国間援助による農業開発･虐漉事業を実施してきた実損がある｡今回の

調査には極めて協力的で､農業分野でトッププライオリティの本件事業をぜひ日

本の協力で実施したいとのこと'であった｡本件ほ単独の開発事業ではなく､小規

模自作農の多付多様化と農産物の商品化を目指した一連の事業の中でも最も緊急

性の高いものであり､既に測量等事前調査も進んでいるとの説明であった｡

現地調査に当たっては担当エンジニアが同行し､サナラテ農協からほ10数人の

農民が参加して､熱心に説明に当たってくれたものであり､調査団は並々ならぬ

感銘を受けた｡
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グアテマラの農地分配 ( 1 9 6 4年およぴ1 9 79年)

出所: Gtlatemala, Economic Sittladonand Prospects, World Bank, 1987
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トリップかんがいによる加工用トマトの栽培

∫(ンU)木なと果樹栽培も行われている
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刀.添付資料

1.飼査日程

年 月

元年5. 29

3q

31

6. 1

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

出 発 地

東 京

ロスアンゼルス

グアテマラ

〝

〝

.ろ′

〝

〝

〟

テグシガルパ

〝

〝

〝

〝

〝

到 着 地

ロス7ンゼ血ス

グアテマラ

〝

〟

〝

ノ～′

〝

〝
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〟

〝

〝

〝

〟

〟

ワシントン

〝

〟

寮 京

宿 泊 地
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慌中泊
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〝

〝

〝

′′

〝

ノケ
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〝

//

〝

〝

//

ノ′
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〝

〝

扱中泊

訪 問 先 等

農業絶島

日本大使飴 計画局

サナラテ踏査

〟

膚潜局 虚趣致革庁

農業飴吊

日本大使館

(自社負担)

OECF 米州開発銀行

世銀訪問
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米州開発銀行
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